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◀︎いらっしゃいませ〜

※この広報は、赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。

　

こ
の
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
も
お
手

伝
い
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
開
店
か
ら
順
調
に
営

業
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

日
が
暮
れ
始
め
た
こ
ろ
か

ら
台
風
９
号
の
影
響
が
出

は
じ
め
、
小
雨
が
振
り
出

す
あ
い
に
く
の
天
気
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
天
候
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
「
ま
め
だ

屋
」
は
多
く
の
皆
さ
ま
に

ご
来
店
を
い
た
だ
き
大
に

ぎ
わ
い
で
し
た
。

　

８
月
22
日
（
月
）
六
郷
の
「
ま

め
だ
屋
」
に
て
、
今
で
は
す
っ
か

り
夏
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
〝
夏

祭
り
〟
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲「射的」に挑戦　よ〜く狙って…発射！

▲ボールすくいに挑戦！  ねらいはアヒル隊長

第59号
平成28年

 10月14日

社会福祉法人　美郷町社会福祉協議会
☎0187-85-2294  　0187-85-2291 
印刷・株式会社アイ・クリエイト

編集発行

FAX

まめだ屋の運営には「赤い羽根共同募金」の配分金が使われています

ま
め
だ
屋 

夏
祭
り



一  般  会  員  会  費 　　5,523,000円
特  別  会  員  会  費 　　　435,000円
団 体 ・ 法 人 会 員 会 費 　　　115,000円
　　　合　　  計　　 　　　6,073,000円
各地区福祉委員様、及び地区組長様・班長様には、社協会費取り
まとめにご尽力いただきまして誠にありがとうございました。

福 祉 だ よ り第59号 （2）

　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
社
協
会
員
会
費
の
実

績
が
確
定
し
ま
し
た
の

で
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。

・
千
畑
芸
能
保
存
会

・
は
り
ま
建
設
（
株
）

・
奉
友
会

・
美
郷
町
遺
族
会

・
美
郷
町
身
体
障
害
者
協
会

・
美
郷
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

・
美
郷
町
千
畑
土
地
改
良
区

・
美
郷
町

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

・
美
郷
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

・
美
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

皆
さ
ま
か
ら
お
預
り
し
た
社
協

会
員
会
費
は
、
地
域
福
祉
の
事
業

推
進
の
た
め
、
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

会
費
を
い
た
だ
い
た

         

団
体
・
法
人
様

※
敬
称
略
・
五
十
音
順 

社協会員会費のお礼とご報告

認知症ＳＯＳおたすけネットワークシステム利用者登録のご案内
　このシステムは、認知症の方が徘徊により行方が分からなくなった場
合、本趣旨に賛同し登録していただいている企業や協力機関、個人協力
員へ情報を発信し目撃情報の提供を呼びかけ、行方不明となった方がで
きるだけ早く、安全にご家族の元へ帰れるようにするものです。
　認知症による徘徊が心配なご家族で、このシステムを利用したい場合
は登録が必要ですのでお気軽にご相談ください。

ご登録・お問合せは　☎０１８７-８５-２２９４

　毎年皆さまからご協力をいただいておりました歳末チャリティーバザーですが、年々供出品が
減少していることから、これ以上バザーを継続するのは困難と判断し、本年度から開催しないこ
とといたしました。これまで供出品を提供いただきました町民の皆さまを始め、供出品取りまと
めなどでご尽力くださいました福祉委員の皆さま、チャリティーバザーを盛り上げていただきま
したボランティアの皆さまのご支援とご厚情に厚く御礼申し上げます。

○福祉協議会では「緊急一時支援事業」として、困窮者へ現物支給等を行うため寝具類
の寄付を募っています。なお、勝手ながら寄付していただく寝具類は〝未使用〟の物に
限らせていただきます、皆様のご協力をお願いいたします。

　登録いただいている企業や協力員には、このようなメールが顔写真付きで送

られます。（写真は携帯電話に届いた行方不明者に関する情報の見本です）

※本システムで扱う情報は個人情報に該当するため、協力いただいている方々に

対して、知りえた情報を目的以外に利用しないようお約束いただいております。

歳末チャリティーバザー終了のお知らせ
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障害者等用駐車区画とは？

障害者等用駐車区画を利用するためには申請が必要です！

リクライニング車いすを寄贈していただきました

　車いす使用者や障害を持っている方が利用しやすいよう整備され
た駐車区画のことで、右の案内が掲示されている駐車場が本制度の
対象となります。
※車いすマークが書かれている、全ての駐車場がこの制度の対象に
　なるわけではありません。駐車場の管理者が本制度の趣旨に賛同
　し、秋田県に協力を届出た駐車場が対象となります。
※右の案内が掲示されていない駐車場は、これまでどおり「利用証」が無くても駐車できます。

　申請書は各市町村役場等にあります。申請書には必要事項を記入し、申請する理由が確認でき
る書類の写しを添付して提出します。申請が認められると「利用証」が交付され、障害者等用駐
車区画が利用できるようになります。
　※詳細は、秋田県のホームページ「美の国秋田ネット」をご覧ください。

身体の不自由な方を車いすに乗せたまま移送
サービスカーに載せ、通院等に利用できます

背もたれと足元の角度が調整できるタイプの
車いすです

○みさと福祉センターでは、東側出入口（正面玄関側）に障害者等用駐車区画を２区
画設置しております。※障害者等用駐車区画利用申請書、及び本制度に関するパンフ
レットも準備しております

　９月１日、秋田市の北日本コンピューターシステム株式会社様より、リクライニングが可能
な車いす１台を寄贈していただきました。この車いすは、背もたれと足元の角度が調節できる
タイプで、写真の移送サービスカー用として今後大切に活用させていただきます。

障害者等用駐車区画利用制度が始まりました

　美郷町社会福祉協議会では、写真（左）の移送サービスカーの無料貸出しを行っております。（燃料のみご負担ください）
　寝たきりや障害により自力歩行での移動が困難な方が、通院や入退院、旅行などで外出しなければならない場
合、移送サービスカーをご利用できます。貸出しを希望される方は、下記までご連絡ください。
　○美郷町社会福祉協議会　☎０１８７-８５-２２９４　（総務班）



赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を

ミ
ズ
モ
も
応
援
し
て
い
ま
す
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赤い羽根共同募金運動展開中！
〜地域で集められた募金は地域のために使われます〜

　赤い羽根共同募金運動は「自分の町を良くするしくみ」として、国民総参加をめざす募

金運動で、毎年10月１日から12月31日までの期間、全国一斉に行われます。　

　町民の皆さまには、毎年温かいご支援とご協力を賜り、厚く御礼申しあげます
　皆さまから寄せられた募金の約８割は、来年度、美郷町社会福祉協議会に配分され自分

の町を良くするための事業に活用されます。残りの２割は県内で発生した災害への見舞金

や施設への助成、共同募金の啓発活動や募金に関する資材購入等に充てられます。

　また、募金の一部は大規模災害が発生した際の災害ボランティア活動の支援など、被災

地を支援するために積立てられます。

　10月1日～31日の期間中、地域の福祉委員さんや組
長さん、班長さんが取りまとめのため訪問させていただ
きます。皆様のご協力をお願いいたします。共同募金配
分金を利用した事業につきましては、訪問時にお届けす
るチラシに記載しておりますのでご覧ください。

　秋田県共同募金会では、「赤い羽根自動販売機」を設置していただける企業を募集しています。気軽
に社会貢献できる方法として、秋田県内でも様々な業者がこの自動販売機を取り扱っています。赤い羽
根自動販売機を設置すると、その売上の一部は自動販売機が設置されている市町村に寄付される仕組み
となっており、設置された自動販売機は「秋田県共同募金会」のホームページで紹介されます。

●設置概要

・自動販売機の設置や撤去にかかる費用は全て無料で、設置される方のご

　負担は設置スペースの提供と月々の電気代のみです。（ただし、設置す

　る場所によっては、電気工事が必要となる場合があります）

・売上に応じて、販売手数料が取扱い業者から支払われます。

・商品の販売価格は、通常の自動販売機と変わりません。

・商品の補充や空き缶の回収などは、全て取扱い業者が行います。

●売上の一部が共同募金会に寄付されます

　自動販売機を設置された方には、売上に応じた販売手数料が支払われま

すが、その内の一部が共同募金会へ取扱業者を通じて自動的に寄付される

仕組みです。

※寄付される割合は取扱い業者と、設置者様との間で決めていただきます。

9月13日に行われた美郷町共同募金運営委員会の様子

９月に特別養護老人ホーム真
昼荘様に設置された「赤い羽
根共同募金支援自動販売機」

赤い羽根自動販売機に関する情報は、秋田県共同募金会のホームページに掲載されています
http://www.akaihane-akita.or. jp.

◆設置に関するお問い合せは……　美郷町社会福祉協議会内　美郷町共同募金会　
　　　　　　　　　　　　　　　　☎０１８７-８５-２２９４

「赤い羽根自動販売機」の設置企業を募集しています
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最
優
秀
賞
受
賞

　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　この交流会では、介護者同士の親睦を深めてもらい、心身のリフレッシュを図るこ
とを目的としており、要介護度４または５のご家族を在宅で介護されている方ならど
なたでもご参加いただけます。介護に関する情報交換の場にもなるため、毎回好評を
いただいております。参加費は無料ですので、お気軽にご参加ください。

参加ご希望の方は、10月27日（木）までお申込みください。
お申込み・お問合せは：美郷町社会福祉協議会　地域福祉班　☎０１８７-８５-２２９４

　
７
月
23
日（
土
）六
郷
高
校
を
会
場
に
、
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

東
北
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
、
東
北
各

地
か
ら
９
校
が
出
場
し
介
護
技
術
が
競
わ
れ
ま
し
た
が
、
六
郷
高

校
福
祉
科
の
生
徒
さ
ん
が
、見
事「
最
優
秀
賞
」に
輝
き
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
今
年
の
11
月
に
石
川
県
で
開
催
さ
れ

る
「
全
国
大
会
」
に
東
北
地
区
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

強首温泉「樅
しょうほうえん

峰苑」で６月に開催された
第１回介護者交流会の様子

第2回  介護者交流会に参加してみませんか

最優秀賞に輝いた
六郷高校3年生の皆さん

黒沢 南
み な と

都さん、石川 里
り な

菜さん、髙橋 華
か な

菜さん

最優秀賞受賞　おめでとうございました

日　時：平成28年10月30日（日）
場　所：由利本荘市　黄桜温泉「湯楽里」
日　程：8:40　みさと福祉センター 出発
　　　　8:50　美郷町保健センター 出発
 　　9:00　美郷町公民館　　　 出発
 　 10:00　黄桜温泉「湯楽里」 着
　　　  　　-意見交換・昼食・交流会-
 　 15:00　「湯楽里」出発

参加費：無料　お気軽にご参加ください。
持ち物：入浴を希望される方はタオルを
　　　  ご持参ください。
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私
達
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
基
本

理
念
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
で
あ
る
。
地
域
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
こ
う
し
た

理
念
の
も
と
に
健
康
で
生
き
が

い
を
持
ち
続
け
、
ま
た
仲
間
を

つ
く
り
な
が
ら
安
心
の
地
域
づ

く
り
を
ど
う
目
指
す
の
か
…
こ

う
し
た
課
題
と
向
き
合
う
た

め
、
関
係
者
が
今
総
力
を
結
集

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
会

員
の
増
強
で
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
名
称
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。
あ
る
調
査
に
よ
る
と

「
あ
な
た
は
高
齢
者
ま
た
は
老

人
と
呼
ば
れ
て
、
素
直
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
か
」
と
い
う
問
い

に
対
し
て
、
抵
抗
な
く
受
け
入

れ
ら
れ
る
と
い
う
人
と
そ
う
で

な
い
人
が
い
る
と
い
う
。

　
「
高
齢
者
」
と
い
う
表
現
な

ら
と
も
か
く
、「
老
人
」
と
言

わ
れ
る
と
老
い
た
人
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ

て
、
65
歳
で
仕
事
を
退
職
し
た

方
に
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
を

勧
誘
す
る
の
は
少
し
抵
抗
が
あ

る
。
そ
う
感
じ
る
の
は
自
分
だ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

８
月
に
開
催
さ
れ
た
単
位
ク

ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
事
例

発
表
で
は
、
横
手
市
の
あ
る
老

人
ク
ラ
ブ
が
「
年
輪
会
」
と
名

称
を
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
会

員
が
倍
増
し
た
と
い
う
報
告
が

あ
り
、
印
象
的
だ
っ
た
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
他
地
区

の
取
り
組
み
方
な
ど
も
参
考
に

し
な
が
ら
会
員
増
強
に
取
り
組

み
た
い
。

美
郷
老
連
だ
よ
り
㉜

　
六
郷
支
部
支
部
長
　
　
　
　

　
高
　
橋
　
久
　
男

千畑在宅介護支援センターからの「お知らせ」
『冷え性対策　～食べ物～』
　手足が冷たいなど、冷え性で悩んでいる人は65歳以上で６割程度、75歳以上で８割もいるといわれて
います。特に高齢者の冷え性は危険で、免疫力が落ちて風邪にかかりやすくなるだけでなく、体温維持
機能が低下しているときに体温が下がると、なかなか元に戻りにくくなってしまいます。冷え性の改善
には、衣類や運動、入浴の仕方、漢方薬の使用など様々な方法がありますが、今回は特に体を温める食
べ物を一部紹介します。

寒い季節、地域で栽培された食べ物は体を温める効果があると言われています。
◎特に体を温める食べ物
・しょうが・ねぎ・にんにく等風邪のときに効くとさ
　れているものです。
　温めて飲むほうがより効果があります。
◎体を温めてサラサラ血液にする食べ物
・根菜類（こんにゃく、ごぼう、人参、山芋、レンコ
ン）・自然薯・塩辛い加工品（みそ、しょうゆ・梅
干、たくあん）等
　※これから、おいしい時期になる、秋刀魚、かぼ　
　ちゃ、大根なども体を温める食べ物です。

～オ・タ・メ・シ・ア・レ　身体をあたためる簡単レシピ：蒸し鶏のねぎ味噌和え～
　鳥のささ身　　２５０ｇ
　酒　　　　　　大さじ１
　　　ね　　　ぎ　　１／２本
　　　味　　　噌　　大さじ１
　　　み　り　ん　　小さじ１
　　　に ん に く　　１／２かけ
　　　し ょ うが　　にんにくと同量
　　　一味唐辛子　　少々

①　鶏のささ身に酒をふりかけ、レンジで３分加熱します。
　　ささ身肉に火が通ってないようであれば、少しずつ加
　　熱して火を通してください。
②　ミキサーにアの材料を入れて、細かくなるまでかけま
　　す。（ミキサーが無い場合は、細かく刻むだけでＯＫ）
③　①の蒸し鶏を裂いて、②を和えれば出来上がりです。

材
料
（
４
人
分
）

ア

※むくみや免疫力UPに良い栄養素も含まれています。
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夏
の
暑
さ
を
忘
れ
る
よ
う
な
、
気
持
ち
の
よ
い

秋
風
が
吹
き
渡
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
間
も
な

く
山
々
も
色
づ
き
始
め
、
美
し
い
秋
を
楽
し
め
る

季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
学
校
は
十
月
一
日
か
ら
後
期
の
授
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
十
月
は
「
笹
竹
祭
」
「
修
学
旅

行
」
な
ど
行
事
が
続
き
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
力

を
集
結
し
た
活
気
に
満
ち
た
学
校
生
活
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

三
年
生
施
設
実
習
終
了

　
二
年
生
夏
休
み
か
ら
始
ま
っ
た
集
中
実
習
を
含

め
、
五
十
七
日
間
の
施
設
実
習
が
九
月
七
日
を
以

て
終
わ
り
ま
し
た
。
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
に
向

け
て
一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《 

施
設
実
習
を
終
え
て 

》

　◇
実
習
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

さ
と
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
が
こ
の
仕
事
の
基
本
で

あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

◇
指
導
者
さ
ん
の
よ
う
に
介
護
が
上
手
に
出
来
な

く
て
、
介
護
福
祉
士
に
な
る
こ
と
を
諦
め
か
け
ま

し
た
が
、
こ
の
仕
事
の
楽
し
さ
を
実
感
し
、
必
ず

合
格
を
し
て
実
習
先
で
働
き
た
い
と
強
く
思
っ
て

い
ま
す
。

◇
利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
と
実
習
最
終
日
に
ギ
ュ
ッ

と
握
っ
て
く
れ
た
手
が
、
介
護
福
祉
士
と
し
て
働

 『
笹
竹
祭
の
ご
案
内 

』 
  　

十
月
十
五
日
（
土
）

　
　
　
　
　

十
時
～
十
四
時

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

テ
ー
マ

  

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ 

　

～
僕
ら
が
繋
ぐ
こ
の
瞬
間
～

　

こ
の
テ
ー
マ
は
「
２
年
後
の
七
十

周
年
に
向
か
っ
て
、
六
郷
高
校
の
伝

統
を
繋
ぐ
」
と
い
う
意
味
で
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

《
実
施
内
容
》

壁
画
・
壁
新
聞
・
ク
ラ
ス
紹
介
Ｖ
Ｔ

Ｒ
・
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
文
化
部
展
示

（
書
道
・
写
真
・
美
術
・
教
養
）・
各

委
員
会
に
よ
る
展
示
（
出
版
・
図
書
・

進
路
）

生
徒
会
・
模
擬
店

《
福
祉
科
》

  

◇
福
祉
科
展（
課
題
研
究
・
写
真
展
）

  

◇
福
祉
部  （
ち
び
っ
子
コ
ー
ナ
ー
）

  

◇
サ
ン
ワ
ー
ク
六
郷
売
店

  

◇
福
祉
科
食
堂

     

天
ぷ
ら
う
ど
ん
・
天
ぷ
ら
そ
ば

◆ 

介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
出
場 

◆

　

十
一
月
七
日（
日
）石
川
県
金
沢
市
で
行
わ
れ
る「
第
26
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
石
川
大
会
」

の
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
に
東
北
地
区
代
表
と
し
て
福
祉
科
三
年
生
石
川
里り

な菜
さ
ん
、
黒

澤
南み

な
と都
さ
ん
、
髙
橋
華か

な菜
さ
ん
の
３
名
が
出
場
し
ま
す
。
全
国
の
各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
十
二

チ
ー
ム
で
、
与
え
ら
れ
た
課
題
事
例
に
対
す
る
介
護
技
術
を
競
い
ま
す
。
地
区
代
表
と
し
て
、

適
切
か
つ
安
全
な
介
護
を
落
ち
着
い
て
実
践
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

  
来
年
度
は
こ
の
大
会
が
秋
田
県
で
行
わ
れ
六
郷
高

校
は
「
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
」
の
運
営
を

す
べ
て
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
か

ら
約
十
万
人
規
模
の
方
が
集
ま
る
予
定
で
す
。
コ

ン
テ
ス
ト
参
加
も
含
め
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

く
後
押
し
に
な
り
ま
し
た
。

◇
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
、
実
際
に
施
設
で
得
た
こ

と
を
介
護
福
祉
士
と
し
て
働
く
中
で
、
実
践
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
の
学
校
の
様
子 

 

◇
夏
休
み
中
に
行
わ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
福
祉
科
生
徒
の
他
、
吹

奏
楽
部
や
一
年
生
も
た
く
さ
ん
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
美
郷
町

夜
市
」
で
は
生
徒
会
と
一
年
生
が

力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

◇
福
祉
科
二
年
生
は
、
八
月
四
日
（
木
）
か
ら
十

日
（
水
）
ま
で
五
日
間
の
集
中
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
の
実
習
は
、
介
護
の
仕
事
を
見
て
理
解

す
る
こ
と
を
目
標
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
実
習
に
向
け
て
、
基
本
的
な
知
識
や
介
護
技
術

を
学
ん
で
臨
み
ま
し
た
が
、
実
際
に
利
用
者
さ
ん

を
前
に
す
る
と
緊
張
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
施
設

職
員
の
介
護
技
術
と
常
に
利
用
者

さ
ん
を
考
え
た
声
掛
け
に
感
動
し

ま
し
た
。
十
月
か
ら
は
専
門
的
・

実
践
的
な
施
設
実
習
が
始
ま
り
ま

す
。
利
用
者
さ
ん
か
ら
安
心
し
て

お
世
話
を
任
せ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
緊
張
が
自
信
に
変
わ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 

実
習
施
設
・
事
業
所

《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
》

　

ロ
ー
ト
ピ
ア
緑
泉
・
ロ
ー
ト
ピ
ア
仙
南

　

真
昼
荘
・
真
森
苑
・
真
木
苑
・
桜
寿
園

　

愛
幸
園
・
す
こ
や
か
横
手
・
す
こ
や
か
森
の

　

家
・
テ
ン
ダ
ー
ヒ
ル
ズ
・
こ
も
れ
び
の
杜
・

　

ビ
ハ
ー
ラ
横
手　
　

 （
12
施
設
）

《
介
護
老
人
保
健
施
設
》

  

杏
授
苑
・
や
す
ら
ぎ
の
苑　
（
２
施
設
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
》

  

大
仙
市  

横
手
市  

美
郷
町
（
３
事
業
所
）

◇
九
月
十
四
日
（
水
）
六
郷
小
学
校
四
年
生
が

本
校
で
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
車
い
す
体

験
や
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
を
福
祉
科
三
年
生
が

中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。
元
気
の
良
さ
と

興
味
津
々
な
小
学
生
を
前
に
、
圧
倒
さ
れ
な
が

ら
も
福
祉
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

小
学
生
に
お
話
し
し
ま
し
た
。

◇
十
月
十
九
日
（
水
）
か
ら
二
十
二
日
（
土
）

ま
で
、
三
泊
四
日
の
修
学
旅
行
に
出
発
し
ま

す
。
行
き
先
は
大
阪
・
京
都
・
奈
良
の
関
西
方

面
で
す
。
今
年
は
世
界
遺
産
と
な
っ
た
「
法
隆

寺
」
「
姫
路
城
」
を
見
学
し
ま
す
。
十
月
は
行

事
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
自
主
見
学
の
計
画
が
遅

れ
が
ち
で
す
。
修
学
旅
行
の
前
に
「
笹
竹
祭
」

も
あ
る
の
で
、
そ
の
準
備
に
も
手
を
抜
け
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
少
し
ず
つ
二
年
生
の
待
ち
遠

し
い
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
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過
去
10
年
間
の
統
計
に
よ
る

と
、
今
年
日
本
に
上
陸
し
た
台

風
の
数
は
過
去
最
高
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
中
で
も

８
月
の
台
風
10
号
は
、
東
北
の

太
平
洋
側
や
北
海
道
東
部
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

想
い
起
こ
せ
ば
、
あ
の
大
震
災

か
ら
５
年
半
の
年
月
が
流
れ
、

災
害
に
対
し
て
の
備
え
や
防
災

と
い
う
意
識
が
薄
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
今
一
度
、

あ
の
頃
の
防
災
意
識
を
思
い
出

し
、
災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ

い
て
家
族
で
話
し
合
う
時
期
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ｏ
）

※
受
付
順

（
平
成
28
年
８
月
１
日
〜
９
月
30
日
受
付
分
）

■
香
典
返
し

本
堂
東
部　
　

細
井　

照
男	　

様

大
畑　
　
　
　

髙
橋　

豊
光　

様

本
堂
西
部　
　

進
藤　

節
子　

様

大
町　
　
　
　

杉
本　
　

繁　

様

上
畑
屋　
　
　

髙
橋　

貞
治　

様

熊
堂　
　
　
　

瀬
田
川
正
子　

様

今
泉　
　
　
　

高
橋　

チ
ヨ　

様

本
堂
東
部　
　

後
松　

達
哉　

様

本
堂
西
部　
　

髙
橋　
　

勉　

様

黒
沢　
　
　
　

小
畑
サ
ツ
子　

様

■
物
品
寄
付

一
丈
木　
　
　

田
口　

孝
子　

様

　
　
（
プ
ル
タ
ブ
）

佐
野　

キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス　

様

　
　
（
紙
パ
ッ
ク
乳
製
品
）

本
堂
西
部　
　

髙
橋　
　

勉　

様

　
　
（
車
い
す
）

外
川
原　
　
　

髙
橋
定
四
郎　

様

　
　
（
プ
ル
タ
ブ
）

■
一
般
寄
付

仙
南
遺
族
会	　

様

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　

よ
ね
や　

と
ま
き
店	　

様

コ
ス
モ
ス
の
会　
　
　
　
　
　

様

　

※
こ
の
他
、
匿
名
で
も
多
く
の
寄
付

　
　

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善
意
の

金
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に

対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　　　　　株式会社  サセイペイント  様
　８月 21 日（日）、株式会社サセイペイ
ント様のご好意により、みさと福祉セン
ター駐車場の消えかけて見づらくなっ
ていた駐車区画用の白線を塗り直して
いただきました。

　これまでは、職員がガムテープで線の縁取りをして塗装
用ローラーを使い、丸一日かけて塗り直していましたが、
この日は佐藤社長を含め４人のプロの職人さんの手によ
り、全ての区画線が真っ白に塗り直されました。
　作業当日は、朝から蒸し返すような暑さで、外に立って
いるだけで汗が吹き出てくる過酷な状況でしたが、職人の
皆さんは黙々と作業をこなしていました。おかげさまで福
祉センターの駐車場の区画線は、写真でも分かるとおりき
れいに復活しました。
　株式会社サセイペイント様、ありがとうございました。

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
香
典
返
し
等
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
い
た
場
合
、
忌
明
け
ハ
ガ

キ
や
快
気
祝
い
ハ
ガ
キ
を
無
料
で

承
り
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
の
文
面
や
枚
数
に
関

し
ま
し
て
は
ご
希
望
に
応
じ
ま

す
の
で
必
要
な
方
は
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。

  

ハ
ガ
キ
の
作
成
を

　
　
　

無
料
で
承
り
ま
す

白線が消えてしまった駐車場… みごとに白線が復活しました！

専用塗料が機械で吹き付けられます

みさと福祉センター駐車場の区画線を
塗り直していただきました

地域奉仕活動


